
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

赤塚駅周辺地区

令和６年２月

茨城県水戸市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

事後評価

見込み・確定の別

236
赤塚駅西線の車両の
走行時間

指　標 従前値

その他の
数値指標１

見込み・確定
の別

7分 △

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

1年以内の
達成見込み

〇

指　標 従前値 目標値

指標１ 車両の走行時間 分 8分16秒 7分36秒 〇

H29年11月

事後評価

38,806

1年以内の
達成見込み

○

○

-12

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

×

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

6分52秒

計測時期

H28年10月

1,100

11,000

1
集中豪雨時における浸水箇所の一部解
消により，指標の達成につながった。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

6191,124指標２

総合所見

赤塚駅水府橋線が開通したことにより，
アクセスの向上につながり，赤塚駅の
拠点機能の充実が図られた。

公園の利用者数 人／日 1,000

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

昨年，鳥インフルエン
ザの蔓延により，公
園利用者が減少した
ため，いまだ回復傾
向に至っていない。

R５年9月

大塚池公園の園路等を整備したことに
より，公園利用者の満足度向上につな
がった。
しかし，一部の園路が未整備のため，
早急に整備を進める。

-
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

市民センター改築により施設の老朽化
や駐車場不足が解消され，市民の利便
性向上につながった。

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標３
市民センターの利用
者数

人／年 10,000

指標４ 道路冠水箇所 箇所

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

指標５

目標値

559秒

※フォローアップの必要のある指標について記入

計測時期

238

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

赤塚駅西線の整備により踏切による自
動車交通の遮断が解消され，大幅な走
行時間短縮効果が得られた。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

△
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入 ※フォローアップの必要のある指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

実施時期

未だ老朽化した施設があることから，施設の再整備を進める。
今後，公園利用者の増加を踏まえた施策の検討を進める。

赤塚駅水府橋線及び赤塚駅西線が供用開始したこ
とにより，車両の走行時間の短縮が図られた。

周辺を閑静な住宅街に囲まれた大塚池公園の老朽
化した施設を再整備することにより，人と自然がふ
れあうまちづくりの再生が図られた。

具体的内容

今後の課題　その他特記事項

未だ老朽化した施設があることから，施設の再整備を進める。
今後公園利用者の増加を踏まえた整備を進める。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

都市計画道路赤塚駅水府橋線及び赤塚駅西線の整備

大塚池公園の園路整備

実施した結果

老朽化した大塚池公園の園路整備

実施した具体的な内容

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

大塚池公園において，市民に親しまれる公園としての
さらなる再整備

拠点開発の効果を高めるため，施行中の都計道の早
期完成

大塚池公園の残された老朽施設の再整備と駐車場の
拡張及び水質の改善

・成果を持続させるために
行う方策

残された浸水箇所の解消

事後評価シート　添付様式5－③から転記

地域コミュニティの活動拠点としての市民センターにお
いて，老朽化からの施設の改善

浸水箇所の排水路整備
局地的な集中豪雨時における低地部付近の排水
路整備により，一部浸水箇所が解消された。

未だ浸水箇所があることから，浸水対策を進める。

赤塚駅周辺地区の南北の一体化に向け，周辺整備を図る。

老朽化した見和市民センターの改築

市民センター改築により施設の老朽化や駐車場不
足が解消され，地域コミュニティ活動，生涯学習活
動，子育て支援，多世代交流等の推進が図られ
た。

地域コミュニティ活動拠点における地元組織の活動支援

周辺を閑静な住宅街に囲まれた大塚池公園の老朽
化した施設を再整備することにより，人と自然がふ
れあうまちづくりの再生が図られた。



赤塚駅
あ か つ か え き

周辺
し ゅ う へ ん

地区

茨城県　水戸
み と

市

都市再生整備計画（清算報告）



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 508 ha

平成 23 年度　　～ 平成 27 年度 平成 23 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

分 H23 H27

人／日 H23 H27

人／年 H23 H27

箇所 H24 H27

市民センターの利用者数 各種講座等の開催に伴う利用者数
地域コミュニティの場として市民センターの果たす機能を利用者数
により把握する。

10,000 11,000

道路冠水箇所 道路冠水箇所数
集中豪雨時における浸水被害を数値化し，目標１の達成に資する
地域防災施設の整備効果を明確化する。

2 1

車両の走行時間 国道123号から赤塚駅北口への車両の走行時間
道路整備による車両の走行時間短縮（アクセス向上性）を把握す
る。

8分16秒 7分

公園の利用者数 公園の一日あたりの利用者数 人と自然がふれあう公園の利用者数を把握する。 1,000 1,100

　大目標：拠点機能の充実の促進と，人と人，人と自然がふれあうまちづくりの実現
     目標１：アクセス向上による拠点機能の充実の促進
     目標２：人と自然がふれあう空間づくり
     目標３：豊かな地域コミュニティの実現

　赤塚駅周辺地区は、本市の西部、JR常磐線赤塚駅の南北に位置し、水戸線開通により木材加工、製粉業など時代の産業に応え発展してきたが、道路等の都市基盤施設が未整備で、建物も老朽化が進み、防災面からも問題を抱えていた。
  こうしたなか，水戸市第4次総合計画（平成6年）において、赤塚駅周辺地区を本市西部地域の生活拠点と位置づけ、常磐線によって分断される南北の両地区について、一体的な構想による市街地再開発事業、土地区画整理事業及び街路事業の推進
により開発整備を進めてきた。
　また，水戸市第5次総合計画（平成17年）においても、市街地西部地区の拠点として、都市中枢機能の分担や有機的連携を図り、本市や広域都市圏の中核としての一層の発展を目指すとし、市街地再開発事業、土地区画整理事業による拠点開発の
効果を高めるため，街路整備等を進めるとともに拠点機能の充実を促進することとしている。
　このため，平成18年から平成22年まで，まちづくり交付金事業（１期）として，道路等の整備により，拠点開発の効果を高めるための取り組みを行っているが，今後も継続的な取り組みが求められている。（赤塚駅西線，赤塚駅水府橋線）
　また，大塚池公園についても，豊かな自然と調和したまちづくりをするために，まちづくり交付金事業（１期）から継続した取り組みが求められている。

　さらに，本市においては，地域コミュニティの活動及び生涯学習の活動拠点として市民センターの機能充実がより一層求められており，１小学校区１施設の整備を進めてきた。

・ 拠点開発の効果を高めるため，施行中の都市計画道路の早期完成等が求められている。
・ 大塚池公園において，市民に親しまれる公園としてのさらなる再整備が求められている。
・ 地域コミュニティの活動拠点としての市民センターにおいて，老朽化から施設の改善が求められている。
・ 集中豪雨時における浸水被害により地区内のアクセス性が低下しており，快適な生活環境の実現が求められている。

○水戸市第５次総合計画
　地域の特性を生かした都市のバランスある発展に向け，都市核との機能分担や有機的連携を図りながら赤塚駅周辺地区，県庁舎周辺地区における拠点機能の充実を促進するとともに，内原駅周辺地区をはじめ，交通結節点周辺などの都市開発の
ポテンシャルの高い地域において拠点形成を図る。
　
○水戸市都市計画マスタープラン
　赤塚駅周辺地区は都心の発展を補完する副次核として位置付け，本市の西の玄関口としてふさわしい都市機能等の誘導を図りながら，他の拠点と適切に機能を分担する。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 茨城県 水戸市 　　　赤塚駅周辺地区

計画期間 交付期間 27



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

（整備方針３）豊かな地域コミュニティの実現

・豊かな地域コミュニティ実現に向けて，活動拠点の再整備を行う。
・豊かな地域コミュニティ実現に向けて，快適な生活環境の実現を図る

｛基幹事業｝
　　　　　　　　地域生活基盤施設（排水路（姫子１丁目））
　　　　　　　　高次都市施設（水戸市見和市民センター）
｛提案事業｝
　　　　　　　　地域創造支援事業（水戸市消防団第13分団詰所）

｛交付期間中の計画管理について｝
・本計画の円滑な事業推進のため，行政内部の横断的な体制としての「まちづくり交付金ワーキンググループ」にて，進行管理を行う。

方針に合致する主要な事業
（整備方針１）アクセス向上による拠点機能の充実の促進

・他地区からのアクセス向上により拠点開発の効果を高め，拠点機能の充実を促進するため，施工中の都市計画道路の早期完成を目指すとともに，幹線
市道の整備を進める。
・地区内のアクセス向上により拠点開発の効果を高め，拠点機能の充実を促進するため，排水路の整備を行う。

｛基幹事業｝
　　　　　　　　道路事業（赤塚駅西線，赤塚駅水府橋線，幹線市道27号線（河和田・開江線））
　　　　　　　　地域生活基盤施設（排水路（姫子１丁目））

（整備方針２）人と自然がふれあう空間づくり

・区域内の良好な居住環境，豊かな自然環境と調和したまちづくりのため，風致公園の再整備を行う。

｛基幹事業｝
　　　　　　　　公園事業（大塚池公園）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 水戸市 直 L=286m 23 34 23 27 885 885 885 885

赤塚駅水府橋線 水戸市 直 L=380m 23 27 23 27 588 588 588 588

水戸市 直 L=160m 24 27 24 27 246 246 246 246

公園 水戸市 直 A＝16ha 23 27 23 27 144 144 144 144

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 地域防災施設 水戸市 直 L=400m 24 26 24 26 336 336 336 336

高質空間形成施設

高次都市施設 地域交流センター 水戸市 直 延面積849㎡ 23 25 23 25 311 311 311 290

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 2,510 2,510 2,510 2,489 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
水戸市 直 23 23 23 23 17 17 17 17

合計 17 17 17 17 …B
合計(A+B) 2,506

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

事業活用調
査

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

水戸市消防団第13分団詰所 水戸市消防団第13分団詰所

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

排水路（姫子1丁目）

水戸市見和市民センター

幹線市道27号線（河和田・開江線）

大塚池公園

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

赤塚駅西線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 2,506 交付限度額 1,002.4 国費率 0.4


